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注 ) 平均値は 2009 年から 2014 年の値である。 
縦軸の単位: 人 







































れた観光客数は 75,524 人で割合としては全体の 4.2%
であった（MTA Statistical Report 2016）。また、同目的
で訪れた人々は 2004 年では 55,578 人であったが、過
去 10 年比で 3 割ほど増加している(English Language 
Travel Market in Malta 2014)。さらにマルタに訪れた
人々の平均滞在泊数が 8 泊ほどに対して、語学目的の







比較したグラフである。グラフには 2014 年と 2008 年











































図-2 語学習得で訪れた観光客と全体の観光客数の割合(2014 年) 
注) (English Language Travel in Malta を参照に筆者作成) 
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	 表-1 は 2014 年の語学習得目的で訪れた観光客数を
年齢層別に示したものである。年齢層としては 18 から
25 歳の割合が高く、2014 年の統計では 19,613 人で年
齢構成比は 25.3％となっている。続いて、16 歳から 17



































GDP や一人当たり GNI といった変数が用いられる傾向
が強い（Morley	et.al	2014）。需要モデルでは所得の
高い国ほど需要量が多くなるため、1%以上の弾力性を



















表-1 観光客の年齢層と性比 (2014 年) 
単位: 人 











































































DIST 出発地とマルタ共和国との距離(km) CEPII the GeoDist database
IMPare 主な輸入取引先(Yes=1, No=0) World Factbook



























MS MS FS FS
log(Studentijt-1) -0.0331257 0.0524632 0.452554 *** 0.419491 ***
[-0.1100] [0.1999] [3.085] [2.728]
log(GDPCAPit) 0.441081 *** 0.405634 *** 0.170701 ** 0.161592 ***
[2.976] [3.150] [0.0204] [2.279]
log(PRICEijt) 0.387368 0.10324 * -0.0222256 0.00361841
[0.3479] [1.855] [-0.8451] [0.9551]
log(POPit) 0.720467 *** 0.649622 *** 0.282419 *** 0.276948 ***
[3.206] [3.276] [2.986] [2.833]
log(DISTij) -1.31185 *** -1.20411 *** -0.348907 ** -0.323263 **
[-3.088] [-3.188] [-2.165] [-2.000]
IMPare 0.0556357 0.231448 *
[-0.3490] [1.954]
Current 0.282502 0.261583 *
[1.523] [1.846]
SameEU -0.358984 * -0.177497
[-1.808] [-1.344]
N 141 141 141 141
AR1 [-2.83298] *** [-3.06665] *** [-3.56344] *** [-3.33548] ***
AR2 [-0.00544149] [0.062478] [0.550892] [0.516021]
Sargen-test [13.1316] [17.0156] [21.3153] [20.499]
表-3  動学的パネルデータ分析による需要モデルの推計結果 
注) 推計にはGretl 1.10.2 を用いた。 
頑健な標準誤差を用いた 1-step システムGMM 
[ ]は z 値である。 
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デ ー タ World	 Development	 Indicator) 」
http://data.worldbank.org/閲覧日	2016年10月13日	


























オーストリア チェコ イタリア ポーランド スロベニア
ベルギー デンマーク 日本 ポルトガル スペイン
ブラジル フィンランド 大韓民国 ルーマニア スウェー デン
ブルガリア フランス リビア ロシア連邦 スイス
コロンビア ドイツ オランダ セルビア トルコ
クロアチア ハンガリー ノルウェー スロバキア ウクライナ
付表 1 対象の 30 カ国 
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付録図 1  MS モデルにおける観測値と理論値との関係 
付録図 2 FS モデルにおける観測値と理論値との関係 
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